
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険制度は、住み慣れた地域でいつまでも健やかに暮らせるように、 

また、介護が必要になっても安心して自立した生活を送れるように、 

社会全体で支えていくことを目的とした制度です。 

その制度の運営のために、みなさんに納めていただく介護保険料が 

令和６年度から変わりますのでお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

串本町役場 福祉課 
 

 

 

 

65歳以上のみなさんへ 

令和６～８年度 



 

●介護報酬の改定に伴う費用の増加 

●療養病床（医療）から介護医療院への転換に 

伴う費用の増加 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準額が月額 6,400円（年額 76,800円）になりました 

     

令和６～８年度の基準月額は 6,400円になり、令和３～５年度の 6,200 円と比較して、 

200円の増額になります。基準月額の算出方法は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

※この基準額をもとに、負担能力に応じた負担とするため、      

所得段階別の定額保険料となります。               

第９期介護保険事業計画期間の所得段階は、今期より国の  

標準段階となった 13段階です。             

                     

                             

 

 

 

 

 

 

みなさんに納めていただいた介護保険料は、次のような介護サービス・介護予防サービスの 

費用に使われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつまでも元気に過ごせるよう、介護予防への取り組みもお願いいたします。 

※介護や支援が必要と思ったら、地域包括支援センターや福祉課までご相談ください。 

 

 介護保険料が変わります  

平成 12 年から始まった介護保険制度は、3 年ごとに事業計画を策定して、65 歳以上の

方の人数や必要な介護サービス量の見込み、サービス提供体制の確保などを定めています。 

令和６年度は第９期介護保険事業計画期間の 1年目です。事業計画に基づき、令和６～８

年度の 3年間を通じて介護保険の運営に必要な保険料を算出した結果、保険料を増額するこ

とになりました。 

  

必要な介護サービス 

等の総費用 

 65歳以上の方の 

負担分 23％ 

65歳以上の 

被保険者数 

串本町の保険料基準額  6,400円（月額）／ 76,800 円（年額） 

保険料増額の理由は？ 

   

在宅サービス 施設サービス 地域密着型サービス 

訪問介護（ホームヘルプ） 

通所介護（デイサービス） 

短期入所生活介護（ショートステイ） 

など 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

介護老人保健施設（老人保健施設） 

介護医療院 

など 

認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

介 護 サ ー ビ ス 

介 護 予 防 サ ー ビ ス 

など 

  介護予防・生活支援サービス事業 

 

一般介護予防事業 

 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

地域密着型通所介護 

 



 

介護保険料の計算方法 

 

  第１号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料については、下図のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実際の保険料では 100円未満は切り捨てられます。 

第１段階 

21,888円/年 
(基準額×0.285) 

第２段階 

37,248円/年 
(基準額×0.485) 

第３段階 

52,608 円/年 
(基準額×0.685) 

第４段階 

69,120円/年 
(基準額×0.9) 

第５段階 

76,800 円/年 

【基準額】 

第６段階 

92,160円/年 
(基準額×1.2) 

第７段階 

99,840円/年 
(基準額×1.3) 

第８段階 

115,200円/年 
(基準額×1.5) 

第９段階 

130,560円/年 
(基準額×1.7) 

第 10段階 

145,920円/年 
(基準額×1.9) 

第 11段階 

161,280円/年 
(基準額×2.1) 

第 12段階 

176,640円/年 
(基準額×2.3) 

第 13段階 

184,320円/年 
(基準額×2.4) 

前 

年 

の 

合 

計 

所 

得 

金 

額 

の 

合 

計 

が 

本人に町民税が

課税されている 

世帯内に町民税

が課税されてい

る人がいる 

老齢福祉年金を受給中

又は、生活保護受給中 

本人の課税年金収入

額と合計所得金額の

合計が 80万円超 

本人の課税年金収入

額と合計所得金額の

合計が 80万円超 

本人の課税年金収入額

と合計所得金額の合計

が 120万円超 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 
いいえ 

いいえ 

いいえ 

はい 

はい 

いいえ いいえ 

120万円未満 

120万円以上 210万円未満 

210万円以上 320万円未満 

320万円以上 420万円未満 

420万円以上 520万円未満 

520万円以上 620万円未満 

620万円以上 720万円未満 

720万円以上 

「合計所得金額」とは、前年中の

収入金額から必要経費などに相当

する金額を控除した金額で、所得

控除（扶養控除、医療費控除等）や

損失の繰越控除をする前の金額で

す。土地や建物の譲渡所得に特別

控除がある場合には、特別控除後

の金額となります。 

なお、令和３～５年度に行われ

た合計所得金額に給与所得や公的

年金等に係る所得が含まれている

場合に合計額から 10 万円を控除

する特例措置は継続されません。 

※新設 

※新設 

※新設 

※新設 



 

介護保険料について 
 

介護サービスにかかる費用は公費（国・県・町

の負担金）と保険料を財源としています。 

介護保険の給付に係る費用の23％を65歳以

上の方が負担することとなっており、今期の保

険料は、令和８年度までのこれらの費用がまか

なえるよう、負担割合等をもとに算出した「基準

額」を基礎としています。 

個人の年間保険料はこの基準額をもとに、所得 

段階に応じて 13段階に設定しています。なお、保険料段階は、毎年６月の合計所得金額確定を受けて

決まります。それまでは前年度の介護保険料をもとに仮計算されます。 

 

 

介護保険料の納付方法 
 

  

  

  

年金の定期払い（年６回）の際にあらかじめ介護保険料が差し引かれます。 

  ※前年の合計所得金額を使用して再計算するため、８月の保険料が仮徴収時から変更している 

場合があります。 

  

 

 

 

 

 

   

  

 

普通徴収の方は、町から送付される納付書により納付していただきます。 

納め忘れのない口座振替が便利です。 

※納付場所・収納機関については納付書 

 の裏面をご覧ください。 

   ※「コンビニ納付」や「スマートフォン 

決裁アプリによる納付」もご利用いた 

だけます。 

 

保険料は介護保険制度を健全に運営するための大切な財源となります。保険料の納付にご理解と 

ご協力をお願いいたします。 

*介護保険（資格やサービスほか全般）に関するお問い合わせは 

串本町役場 福祉課 介護保険係  TEL ０７３５－６２－０５６２（直通） 

*介護保険料の賦課徴収に関するお問い合わせは 

串本町役場 税務課 介護保険料係 TEL ０７３５－６２－０５８６（直通） 

年金額が 年額 18万円未満 の方       普通徴収（自主納付） 

年金額が 年額 18万円以上 の方       特別徴収（年金天引） 

年金が年額 18万円以上でも、次のような方は原則普通徴収となります。 

● 年度の途中で 65歳になった方 ● 年度の途中で年金の受給が始まった方 

● 年度の途中で転入した方 ● 年度の途中で所得段階が変更となった方 

 

４月の特別徴収は、その年の２月と同じ金額を

天引きするため、2 月に天引きがなかった方につ

いては、日本年金機構から連絡があるまでは、普通

徴収となります。（納付方法が変更になった場合

は、変更決定通知書をお送りしますので、ご確認く

ださい。） 


